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令和２年新春消防出初式が拳行されました！！

●今年も新春消防出初式が盛大に挙行されました。

●屋外の行事
新元号になり、令和初めての新春消防出初式が、令和２年１月６日（月）に猿

払村役場で挙行されました。
屋外では、消防車両や徒歩隊の分列行進、通常点検を行いました。

終わりに恒例の、川谷団長の手締めで消防全体の士気を上げました。

●屋内の式典
交流センターに移動し、永年にわたり消防団に勤めている方々の表彰を行いま

した。
今年は、３８名の消防団員とその夫人が表彰されました。
また、副管理者（猿払村長）式辞の後、来賓の方々から祝辞をいただきました。

今回の半鐘では、消防団員が行っていた訓練の一部を紹介していますので、そ
ちらも是非ご覧ください！！

新春消防出初式
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●生活安全対策係とは
当係は他の地域にはほとんどない珍しい係です。生活安全対策係がどんな仕事

をしているのか、イメージすることはなかなか難しいのではないでしょうか。
今回はそんな係の仕事に関わる緊急通報装置と相談用務についてご紹介します。

Ｑ 緊急通報装置とは何ですか？

Ａ 緊急通報装置とは主に非常ボタンと相談ボタンがついており、ボタンを押す

だけですぐに消防へ通報できるシステムです。
ベッドやトイレで体調が悪なったときすぐに救急車が呼べるように電話から

離れた場所からでも通報できるペンダント型のボタン等もあります。

Ｑ どんな方が対象になりますか？

Ａ おおむね６５歳以上の高齢者の方に対して地域包括支援センターや保健福祉

課が協議し、対象者を決定しています。
また、生活安全対策係では年数回設置宅へ訪問し、使い方の確認や装置が正

しく動くか点検を行っています。

Ｑ 対象のお宅は何件ありますか？

Ａ 現在、猿払村では７８件のお宅が対象になっています。

Ｑ 相談ボタンではどんな相談ができますか？

Ａ 「電球が切れたが交換できない」、「ストーブが付かない」など暮らしの中

の困りごとの相談を受け付けています。
また、内容によっては専門業者へ引き継ぐ場合もありますが、できる限り、

支署職員が対応させてもらいます。

消防署生活安全対策係のおしごと紹介
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生活安全対策係の紹介



日本全国と猿払村の火災状況
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日本全国と猿払村の火災状況

●平成３０年（１～１２月）における火災の状況について

Ｑ 日本では何件の火災が起きているの？

Ａ 平成３０年に日本で起きた火災は３７，９８１件です。

おおよそ１日あたり１０４件、１４分ごとに１件日本のどこかでは火災が起き
ている計算になります。
火災による死者は１，４２７人、負傷者は６，１１４人です。

Ｑ どのような火災が起きているの？

Ａ 総出火件数３７，９８１件のうち、建物火災２０，７６４件、林野火災１，

３６３件、車両火災３，６６０件、船舶火災６９件、航空機火災１件、その他
火災１２，１２４件です。

Ｑ 火災の原因は何が多いの？

Ａ 火災の原因として１番多いのは、「たばこ」で３，４１４件です。続いて

「たき火」３，０９５件、「こんろ」２，８５２件、「放火」２，７８４件…
他と続いています。

Ｑ 猿払村では何件の火災が起きているの？

Ａ 平成３０年に猿払村で起きた火災は、１件です。

平成３１年には、３件の火災が起きています。

火災を起こさないためにも、村民皆様一人ひとりの「火の用心」が火災の減
少に繋がっていくと考えております。
引き続き火災の予防にご協力お願い致します(゜_゜>)！！



猿払消防団教育訓練を行いました

●猿払消防団教育訓練

猿払消防団教育訓練とは、出初式や消防演習などで実施する敬礼や整列の姿勢
や災害時などで、倒れている人を見つけた時に活動できるように救命講習などを
年に学びます。
今年は、１１月１１日（月）～１２月１３日（金）の期間で各分団ごとに猿

払支署に集合し訓練を行いました。
また、女性消防団は１月に教育訓練を行っています。

●礼式訓練

礼式訓練とは、「気をつけ」や「整列休め」の姿勢などを迅速で的確かつ、秩
序ある行動をできるようにするための
訓練です。
なぜこのような訓練を消防団員が行

なっているのかというと、毎年５月に
行われる消防演習や、１２月に行われ
る歳末警戒、１月に行われる出初式な
どで消防団員としての基準に基づいた
行動をする必要があるためです。

●普通救命講習

村民の皆さんも受講された方がおられると思いますが、消防団員も救命講習を
受講しています。
災害時などで心肺停止の方がいた場合に、瞬時に活動するため、心肺蘇生法の

正しい手技をしっかり訓練しています。

猿払消防団教育訓練
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新しい高規格救急自動車が導入されました！！

～編集後記～

最後まで『半鐘』を読んで頂きありがとうございます。
まだまだ寒い時期が続きますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。
さて、今回今年初の「半鐘」の発行となりました。
今回の記事は毎年消防団が行っている訓練や新春出初式、新たに導入された救急

車についての記事を掲載しました。
今後も「半鐘」が皆様に、もっと興味を持っていただけるような記事を私たち半

鐘委員は目指していきますので、一人でも多くの方が手に取っていただけると幸い
です。
寒い時期が続き風邪なども流行ってはいますが、体調には十分お気を付けてお過

ごしください。

消防広報編集委員
向井 智之 ・ 黒川 聖矢 ・ 小野寺修一
山口 陸 ・ 佐川 龍 ・ 金子 飛向

消防署猿払支署では、１２月２６日から新型高
規格救急自動車の運用が開始されました。
心肺停止の傷病者に使用される心臓マッサージ

システムや病院と同様に１２誘導の心電図が測定
・解析できる最新式の心電図モニター、除細動器
などが整備されました。
村としては北海道一広大な面積を有しているた

め救急隊には長時間の傷病者管理が求められます
が、高規格救急自動車が２台体制になり、医師の
指示のもとより一層の高度な救急救命処置が可能
で、機動性も向上しますので、現場到着時間・病
院到着時間といった搬送時間の短縮も期待されま
す。

０歳～中学３年生のお子様への通院支援

さるふつキッズ・サポート

お問合わせは 猿払支署 生活安全対策係まで

☎ 2‐2119 📠 2‐3159

救命講習を受講しましょう！！

村民の皆様や自治会・サークルといった各種団体で
の受講など、猿払支署ではいつでも救命講習の受講
をお待ちしております。

お問合わせは 猿払支署 救急係まで

☎ 2‐2119 📠 2‐3159

新しい高規格救急自動車導入・編集後記
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